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冬ごしのサナギになるには２

松山市立道後小学校 第６学年 荻 山 真 央
指 導 者 吉田 慎吾・稲田 徳明

１ 研究の動機

昨年、真っ暗な室内で幼虫を育て、冬越しのサナギになるかの実験を行った。しかし結

果は、冬越しのサナギにならなかった。また、幼虫が育つ時の日長が１３時間３０分より短い

と冬越しのサナギになるというため、日に当てる時間を変えて幼虫を育ててみたが、どの

個体も羽化してしまった。このことから、アゲハが冬越しのサナギになるには、日に当て

る時間だけでなく、温度が関係していると考え、確かめることにした。

２ 今までの研究の流れ

実験方法（実験期間：７月１日～８月２２日）

「幼虫が育つ時の日長が１３時間３０分より短いと、冬越しのサナギになる」ことを確か

めるため、幼虫を１０匹ずつ８グループ（以下番号㋐～㋗）に分けて実験を行った。

㋐ 真っ暗（０時間） ㋑　１２時間 ㋒　１３時間 ㋓　１３時間２０分

㋔　１３時間３０分 ㋕ １３時間４０分 ㋖ １４時間 ㋗ 自然の状態

実験結果・疑問

どの時間帯のアゲハも冬越しのサナギにならなかった。このことから、日に当てる時

間を１３時間３０分より短くしたアゲハや真っ暗な室内で育てたアゲハが冬越しのサナギに

ならないのはなぜかという疑問をもった。

考察

アゲハが冬越しのサナギになるには、日に当たる時間だけではなく温度も関係してい

るのではないかという仮説を立てた。

３ 羽化と温度の関係を調べる

実験

羽化と温度の関係を調べるために、サナギを冷蔵庫の野菜室（約８度）に入れて観察

を行った。

① ８月３日によう化したサナギ（メス）

羽化予定日の８月１３日・１４日になっても羽化せず、死んでもいない。

② ８月１５日（オス）・１８日（メス）によう化したサナギ

８月２３日に野菜室に入れたが、やはり、それぞれの個体羽化予定日（よう化から約

１０日後）になっても羽化しなかった。
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